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主主部協ニ斗ース
おもな内容 : <>資料紹介展「植物のノレー ツをさぐる~ふるさとと北米の値物」について 岐阜県博物館 。新し

い展示 ディ ーセソレ機関車 交通科学館 。ふるさと東京「農家のくらしj の整備に係る基本構想、

東京都児童会館 く〉全科協北から南から アマチュア無線クラブの活動を通して 川口市立児童文

化セン ター 松田正彦 く〉 ヨ ー ロッパ科学系博物館研修旅行に参加して東芝科学館栃木謙志

く〉会員館園の紹介倉敷市立自然史博物館福岡市立少年文化会館く〉会員館園の消息

〔特別展〕

資料紹介展 「植物のルーツをさぐる~ふるさとと北米の植物」 について

岐阜県博物館

4 年ほど前，帰化植物の展示lζ際し，原産地での生態 い。岐阜県の東濃地方を中心に，どく狭い地域のみに分

写真が欲しくなり ， 欧米の博物館へ依頼した ζ とがあっ 布しているカエデ不| のハナノキ ζ そ，そうした北米東部

た。その中芦北アメ 3 カのカーネギー自然史博物館は ， との隔離分布の典型例として ， 自生地の多くが，国，県，

当館との組物標本の交換を希望してきたため ， 以来毎年 市町村の天然記念物K指定されている 。

400点ずつの交換が続いている。 今回の資料紹介展では，岐阜県内から収集した当館所

御承知のよ うに，日本を含めた東アジアと，北アメリ 臓の標本と ， カ ーネギJ自然史博物館から送られてきた

カ東部とには ， 第三紀起源の楓帯性の植物群があり ， す 北米産の植物標本とを ， 近縁穫で対比して展示するとと

でに120年も前lζ ， A. Gray が， í北米東部~東アジア を主眼とした。おし葉標本といえば ， 地味で目立たない

の値物分布論」をひっさげ， それまでの「種は不変， 生 もので ， 展示効果が乏 しいもののように恩われがちであ

物は神の創造物J としていた主流説に ， 動的な自然観， る。しかし ， おし葉襟本を見せるだけでなく，標本が物

地史とのからみから ， 歴史的な時間の反映としての分布 語る「事実 ・ 真理」は美しく ， 人々の心を魅了するはず

論で，痛烈な一撃を加えた科学上のエピソードは興味深 である。ペ 3 ーにひきいられたアメ 3 カの艦隊が， 浦賀

同じ属の近縁種が，対比して展示しである 図表等を多用し見学者の興味をひくように・・
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の沖 lζ現れた黒船騒動の最中， 二人の乗員が上陸して日 アメ D カの標本植物には，和名がないので ， 展示品見

本の植物を採集した史実に始まり A. Gray が 「分布 学の基礎として ， 学名のっ く りを理解していただくよう

論」 の発表lζ到るまでのエピソ ー ドを ， 絵物語りとして 「植物の分類表J ['種から科へ」の図表と対比させ，属

展示する大きな視野から ， 日本と北米東部の調帯落葉広 別に標本を配し，属の概念づくりと ， 学名の見方につい

葉樹林の類似性を浮き彫りにするために ， 世界絵地図に でかなりのスペースを使った。展示内容の概要は ， 包学

各地の自然景観のカラー写真を配した大ノミネノレを作る ， ‘ '{ßとは ， ②北アメリカ東部の植物， ①比べてみましょう

写真 ・ 分布図等を多用し視覚的な補助教材を使う ， 等の ④ツジ ド ラと日本の高山植物， ⑤異なる植物のなかま，

努力を した。 ⑤ 日本の特産植物， ⑦急変する植物社会 ( 7 - 1 )北ア

原寸大の乾燥標本も使って， 目 を引くように ー

〔新 しい展示〕

メ Y カへ入った帰化植物， (7 - 2 )北アメ Y カから日本

への帰化の 8 ゴ ー ナーである。展示標本は県内産約 150

点，北米産約 180 点， 会場のようすは写真で見ていただ

いた通 りである 。 去る 2 月 10 日にオ ープンし ， 4 月 8 日

までの開催， 希望される団体には ， 関連した内容の「植

物教室」の開催に応じているし ， 日曜上映会として，自

作スライド「 日本と北米東部の植物J ， I世界の植生と 日

本」 を定期的 IC上映している 。

解説パネノ!ノ ， 図表その他すべて学芸員の手づくりであ

り ， 標本展示台は ， 過去の特別展の折に設計して委託製

作したもので ， 催し物の都度使用できるようにしてあ

る 。 (小野木三郎〉

ディー ゼ ル機関車の展示

交通科学館

交通科学館では，国鉄動力近代化を推進したディーゼ えた中型機である。当時，すでに液体変速機を持つ大型

ノレ機関車のうち， D F50形 と DD54形の 2 機種を展示 し 機が国産化されていたが，なお世界最高の乙の種技術を

た。 1 両当り 長さ約15 m ， 重 さ 70 t ，ζ必要な展示場は， 導入した機関車である 。 西 ド イツ ， マイパッハ社との技

隣接する国鉄高架の下に取得し，新たに展示場の鉱張を 術提携による 1 台の大型高速機関と液体変速機を備えて

図 っ た。 おり ， 国産機が小型を 2 セット備え必要な出力を得てい

D F50形は ， 昭和31年より 133 両製作され， グィーゼ るのと対照的である 。

ノレ機関車実用化のス タ ー卜 を切ったものである 。 スイス ディーセソ!ノ機関車が， 蒸気機関車に比べ遜色のない性

スルーず一社と の技術提携によるディーゼノレ機関を搭載 能を発揮するには，軽量の高速 ， 大出力機関と液体変速

し ， 発電機を駆動して走行する電気式であり ， その後， 機の開発が不可欠であった。 2 両の保存展示は，そうし

液体変速機の開発が進み， この方式は使われなくなった。 た技術開発史を語ってくれるものである 。

DD54形は ， 昭和41年より 40両製造の液体変速機を備 (木村 宏〕
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ふるさと東京 「農家のくらし」 の整備に係る基本構想

人類が発生して以来， 科学とは，自然とその一部であ

る人間との接点を探る技術の積み重ねであると言えよ

う 。 換言すれば，人類の自然 lé対する働きかけの方法と

も言える。その意味からして， 理論のみの科学が現実か

ら遊離したり ， 勘や経験のみにJlimった技術が|時代から取

り残されてしまう乙とにもなる。 l時代を断片的 lé捉えれ

ば， 技術が科学の進歩IL逆行していた事もあったが，石

臼を挽く方法が変遷してきたように ， 失敗を糧として更

に良い方法へと技術改善が行われ， その結果としてピラ

ミッドの頂点に現在の科学技術があるわけである。

東京都児童会館科学展示室では，かねてより「児童が

人類とそれを取り巻く自然との関係を，科学技術の進歩

という面から捉え ， 太古から遠い未来へと夢を育む乙と

のできる展示を製作する」との視点にたち ， 整備更新の

企画を立ててきた。

乙れにより ，昭和54年度には科学展示室の 7 コーナー

のうち，その導入部となる自然のパノラマ「森の 1 日」

を製作(全科協ニュース Vol. 9, No. 2 で紹介) , 更

に今年度， ふるさと東京「農家のくらし」を展示する乙

ととなったg

乙れらは，科学展示室の 1 コ ー ナー約80rrfを毎年整備

し 7 年間を 1 サイクノ!ノ広した展示更新計画の一環であ

るが， 東京都の抱える財政事情等から，毎年更新できず

飛び飛びの更新となっている。

今回の展示の目的は ， かつての人間が，自然から純真

に恩恵を受けていた農耕文化の中で，人間相互の心の触

れ合いや協力のもとに四季折々の生産活動を行っていた

事を学びとり，現在の生活文化を見直し，将来の科学技

術の在るべき姿を探るものである。

その目的のため， (1)都内の小学校 3 ・ 4 年生に焦点を

合わせ ， (2)児童が展示物と接触できる空間を広く取り ，

常居，土聞の部分には積極的に立ち入らせる。 (3)展示さ

れる農耕具は全て手に触れられ， 使用感等の擬似体験が

できるようにする。 (4)児童がその場を利用して自主的に

遊びながら ， 科学的な知識を身に付けられるようにす

る。 (5)長期の展示に耐えられる夢のある展示とする。 (6)

科学展示室の全体整備の中の展示とし，他のコーナーと

の関連を配慮する。

環境設定として ， (1)科学展示室全体構惣のうちの近世

を割り当て ， (2)江戸時代末期か ら大正時代の ， (3)東京圏

で， (4)中程度の生活を営む農家を想定 ， (5)常居，土間，

流し，庭等の一部を復元し ， 内部』ζ農具， 生活用具， 乙

東京都児童会館

どもの遊具等を配する， (6)展示の季節は特定せず，視聴

覚機材により四季折々の季節感を味わえるようにする ，

(7)また特lé ， 展示の利用者が児童であるととからして ，

安全面，防災面iζ は ， 充分に配慮した展示とする乙と，

などを骨子とした，ふるさと東京「農家のくらし」整備

概要を作成した。

との概要をもとに昨年 9 月に製作予定価格 3 千 600 万

円で， 展示業者 7 社による概要のグヂイジコンペを行

い ， 株式会社日展のデダインを採用 ， その製作を委託し

7こ。

乙のようにして，科学展示室の 1 コーナー77 rrfを使用

して製作が始まり，基本設計を含めて 5 か月間で完成，

3 月 20 日(春分の日)東京都児童会館開館20周年記念lé ，

一般公開される乙ととなった。

乙乙 lζ紙面をお借りして， 当企画製作にあたって多方

面から御協力いただいた全科協会員館園の皆織に深く 感

謝すると共に，是非東京都児童会館にお立ち寄りいただ

き ， 更に御指導賜りたく重ねてお願い申し上げたい。

(落合善郎)
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全科協北から南から

アマチュア無線クラブの活動を通して

川口市立児童文化センター松田正彦
、、

昭和36年，川口市に児童文化センターができ，その頃 理し ， まとめる。個人プレーではなくクラブとしての共

小学生であった私のかっ乙うの遊び場の一つになった。 同作業である 。 57年からは会報誌をがり版刷りで作り始

展示室の片隅にガラス張りのアマチュア無線(ハム)コー めた。原稿を集め， 編集，印刷。創刊号ができるまでだ

ナーがあり，ラジオのような無線機を操作しながら交信 いぶ苦労した。他のクラブとの情報交換なども始めた。

CQSO ) する姿や声が聞とえていた。当時まだハムな そして，ハムを PRする前にエレクトロニクスについ

どあまり一般に知られておらず， 日曜日のたびに憧れて て，もっと小学生に体験を通し興味を持ってもらうため

見にいったものであった。 1ζ ， 以前から行っていた，電子工作教室を充実させてい

昭和53年，当セシタ ーに46年から設置されたプラネタ きたいという希望が話し合われるようになってきた。教

3 クムの解説員として勤務するようになり ， ハムのライ 室はあくまでもハムクラブが中心になって実施する。何

セジスを持っているという乙とでハムクラブの世話もす を作るか，費用はどのくらいかかるかの検討や，部品の

ることになった。しかし ， 昔のハムコーナーはなく ， 無 購入(秋葉原という電子部品を安く買えると乙ろがあり

線機もほ乙りにまみれていた。解説の空き時閣を利用 便利である) . 当日の製作指導，つまり，部品の説明，回

し ， 屋上で一人アジテナ線と悪戦苦闘，そして，無線機 路の原理説明，道具の使い方などである。センタ ー とし

のスイッチを入れた。当クラブ局のコールサイ γ J Al ては，広報 ・ 募集 ・ 会場と道具の貸し出しをするだけに

Y J Vが久し振りに電波にのった。コーノレナインを聞き なる 。

つけて近くのハム仲間や免許取りたての中学生ハムが集 とはいっても，こちらの手間は以前より増した。しか

まるようになり ，いつのま にか再びクラブが動きだし し，クラブ員のセシターに対するかかわり方はまるで変

た。 わってきた。受け身ではなく ， 自らセンターの活動に加

まず，初めに取り組んだζ とはハムの醍醐味である日 わってきたわけである。最初のうちは，時間に追われ指

本いや世界中のハムと QSOを楽しみ，いろいろな人と 導法も分からず回路を完成させるのがやっとであった

仲間になれるというととを多くの人たちに知ってもらう が，回数を重ねるにしたがって製作を通し ， クラブ員と

ため，日曜日の公開運用であった。後ろから小学生が不 小学生との間K. 一種のコミュニケーションのようなも

思議そうな顔をしてのぞき込む姿は，昔の自分を見るよ のも生まれ，成果も上がってきている 。 59年からは方式

うであった。 クラブ員の数も増え ， 会長だ， 理事だと組 を少し変え， 子供たちが自ら作る ， 考えながら作るとい

織化が進み，クラブの形がだんだん捲ってきた。交信技 った，余裕のある教室にしていきたいとも話し合うよう

術などを競う日本アマチュア無線連盟 CJ AR L ) 主催 にまでなった。

によるコンテス トの中の一つに参加し，徹夜でマイクを 約20年前， 私がセンタ ーでハムに憧れ， 数年前，私の

にぎりしめ，日本中のハムと交信して，記録をつけ，整 発した J AIY JVのコ ーノレサイ >'IC クラブ員が集ま

り ， そのクラブ員たちがいま後輩たちを育てようとして

いる 。 ハムを通 し，今日欠けがちである仲間とのコミニ

ケーション，上下とのコミニケー ショジを自然lζ学びと

っているようである 。 また電子工作教室がきっかけでエ

レクトロニクスに興味を持ち，ハムクラブの戸をたたい

てくれる子供が， 一人でも二人でもでできてくれる乙と

を願っている 。

クラブを担当して 6 年しかたっておらず， 経験不足で

あるが， ハムを通してのセッターにおける小さな人のi愉

について紹介した。 皆様の参考にしていただければ幸い

である 。
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ヨーロッパ科学系博物館視察研修旅行に参加して

東芝科学館栃 木 謙

全科協のヨーロッパ科学系博物館視察研修旅行に参加 展示史料の整理保存がいきとどいている

τt 
I C.'、

させていただき ，ヨー ロッパの博物館の事情について多 ヨ ー ロ ッ パの各館が沢山ある史料を分類し，展示保存

くの収獲を得る乙 とが出来た 乙とを厚くお礼申 し 上 げ しているが，リスト化され見学者にも希望の史料が簡単

る 。 訪問各館の事情については，各先生方から発表され に探し出せるようにしてある。また ， 利用者もそれらの

ているので， 感想を中心に述べさせていただきたい。 史料を大切に扱っているととは見習う必要がある 。

歴史を大切にしている 館内の案内が親切である

ミュ Y ヘン ・ チューリッ ヒ ・ ノレッツェノレン ・ ロンドン 異なる言葉の国々の集まりであるヨ ー ロッパの特殊事

と訪問した各都市には ， 古い建物が建ち並び， 多くの公 情もあると思うが， 数カ国語のパジブレッ ト 資料が準備

私立博物館が沢山の史料を大切に展示保管してあり，市 され，案内ボード見学順路等を色別にしたり ， シンボノレ

民が展示物を前lζ熱心に解説を聞いたり ， 資料片手iζ勉 7ークを使用したりして見学者にわかり易いよう配慮さ

強している姿が随所にみられた。 また ， 館によっては夜 れている。 ノレッツェルン交通博物館には 日本語のパシブ

聞も開館して一般市民に便宜を計っており ， 博物館が日 レットがあった。 国際化した現在考えなければいけない

常生活の中に溶け込んでいて， 社会的役割は日本より大 乙とである。

きいと感じた。 科学系博物館も多くのスペースを史料の

展示lζ使用している。企業館も社史を中心の製品展示で ボランティアを活用している

あり， ドイツ博物館のシュノレフ氏が|歴史をjj]して現在 各館とも館内説明や仕事を館員でまかなう乙とは経費

をみる，また ， 現在から過去を振り返り ， その過程をみ 的K大変なので，教育されたボランティアが多数活躍し

ることが大切である」と言われたが， ヨ ー ロッパの人々 ていた。 また ， 市民が当然やるべき ζ とと奉仕 している

が自分たちのや歴史を大切にしているとよく理解できた。 ζ とは誠にうらやましい。

博物館の規模が大きい 教育に熱心である

模型より実物の展示， 模型でも実物日実なものが見 各館独特の教育方法を品っているが， 一般社会人附
学者に訴える力がある。 ドイ ツ博物館 ・ ノレッツェノレン交 する教育，青少年に対する教育を，はっきり区別 し各部

通博物館等訪問した各館とも建屋の中に昔の機関車 ・ 自 門の権威者が研究し ， テキスト資料を作成して指導して

動車 ・ 飛行機等の実物が展示されており ， ド イ ツ博物館 いる 。 特に青少年K.対する教育lζ は熱心で，学校の先生

では当時の状態で動かなければ意味がないと ， 内部構造 方に対する資料の提供はよく出来ている 。 先生が生徒を

まで当時の状態に修復されているので ， 見学者に大変迫 展示物の前で教育しているととは ， 実物や実物に忠実な

力を与えている。 やはり実物の展示がないといけないし 模型であるので生徒にはよく理解出来ると思う 。 乙の様

展示物にふさわしい建屋が必要である 。 1ζ侍物館が教育lL i活用される乙とが本来の姿だと思う 。

よく考えた展示をしている 新技術の展示には苦労している

史料を多く陳列するだけでは意味がなし、。 例えば大英 大英自然史博物館では10年から 15年の展示計画をたて

自然史博物館では，各展示部門で展示方法が検討され， 毎年見なおしを行っているが，展示物が製作中に古くな

現代人K理解し易い，楽しい展示をしていた。 温度セ ン ったと結論が出れば， 途中でも中止し計画を変更すると

サーに手がふれると烏が鳴くようにしたり，見学者が自 いうととであった。 現在のように技術の進歩が速いと将

分でマイコンを操作して人間の構造が勉強出来るように 来の見通 しもむずかしく，我々同様大変苦労しているょ

したり ， 展示コー ナーの紹介を丸太小屋風の部屋の中で うである。しかし新技術の展示は必要である。

自由に操作してみるととが出来， 外からは中の進行状況

がわかるよう工夫しである等々見学者iζ親切な演出をし 歴史を大切にすること，その過程をよくみる乙と ， い

ていた。 現代人に合った新しい技術を利用した展示方法 かに社会に役立つか， その役割を明確にして活動するこ

を常に考えるととが大切である 。 とが大切である乙とを改めて感じた。

- 5 一
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会員館園の紹介

倉敷市立自然史博物館

当館:， j: ，市民が郷土を中心とした自然の生い立ちと現

在の姿をま日り ， 自然と人聞の正しいかかわりかたを考え

るよりど乙ろになることを願ってつくられた。

建物は |日水道局庁舎が改装されたもので 2 階， 3 階

および地階の一部が自然史博物館iζ 1 階は無料観光休

憩所にあてられている。隣接する中央図書館，展示美術

館とともに倉敷の新しい文化ゾーンとして，昭和58年11

月 3 自にオープン した。倉敷駅から南に歩いて15分，白

壁の町並で知られる美観地区の大原美術館から 200 メ ー

トノ!/の距離にある。

展示の概要

常設展示は高梁川 と瀬戸内海を背景とした倉敷をとり

-、

まく自然を中心にすえ，既存資料が豊かであった昆虫と 第 3 展示室「昆虫の世界J

組物を添えた 4 つのテー マ ， I瀬戸内海のおいたちj ， 倉敷で見られる身近な昆虫から，岡山県，日本，世界

「高梁川流域の自然j ， I昆虫の世界j ， I植物の世界J で へと目を広げ，昆虫の多様さと適応のすば らしさ ，人と

構成されている。それに特別展示室を併設， 規模は 5 室 のかかわりあいなども展示している。倉敷， 岡山県，日

で 840rrf である。 本の昆虫については ， それぞれ環境別， 自然分類別，分

展示にあたっては地域の特異性を重視するとともに， 布系統別 1<::配列している。また ， 種族維持のためのさま

身近な自然をとり入れたス 卜- ')ーの組み立てに留意し ざまな適応例ゃいくつかの害虫を紹介している。世界の

ている 。 各展示室の概要は次の通り 。 美麗l!t告や巨虫 Kは多くの観覧者が目をうばわれている

第 1 展示室「瀬戸内海のおいたち」

瀬戸内地方K も巨象のすんでいた更新世以後の自然を

とりあげている。ナクマシゾクの全身骨格模型(レプリ

カ) ， 備讃瀬戸海底産ホニュク類化石(ナクマン象， 東

洋象， 水牛， 鹿等) , 古代人のくらしを示すジオラマ ，

古代人遺跡の造物〔魚骨，貝殻，獣骨 ， 石器片，製塩土

器等) ， 現在の瀬戸内海産の 代表的生物標本(カブ ト ガ

ニ ， ナメクジクオ ， タマノミド Y ガイ等)などが資料と

して用いられている。

第 2 展示室「高梁川流域の自然」

古生代以後の資料が用いられている。高梁川流域の生

いたちを示すとともに ， ζζlζ生息する生きもの， 流域

の特徴的景観を展示している。新見地方カノレスト台地の

ジオラマは 4 月下旬の情景を再現， 当地ならではの生態

系のー断面を忠実に展示する ζ とに意を用いている。特

徴的な動植物では シ ロヤマブキ ， チョクジガマズしキ

ピノクロヲメモドキなどのレプ Y カ ， クスイロヒョワ モ

ンモドキ ， ベニモンカラスシジミ，ニシキキンカメムシ

などの実物標本が用いられている。乙乙の展示室にはビ

デオブースが 2 基設置されており ， 自由に観覧できる。

が，ゴキブ D やチチュタカイミパエなどにも特別の関心

が寄せられている。

第 4 展示室「植物の世界」

身近な植物を材料K，植物界の多様性とまとまり ， 人

とのかかわりあい ， 生物相互のつながりを展示してい

る。植物脳葉標本のもつディスプレイ面の単調さから抜

けだすための展示手法には ， 変化をだすよう留主主Lしてい

る。苦心したものには真空凍結乾燥によるキノコの実物

標本展示，イネ，コムギ，オオムギのそれぞれについて

の野生種から栽培種へと進化 していく過程の展示， ドラ

イフラワーにしたキク科植物の展示などがある 。

おわりに

当館は展示構想が固まってから開館までの期聞がはな

はだ短く，館員が就任からおよそ半年で資料集めと展示

製作を仕上げて開館にこぎつけた。それは館外市民の協

力をはじめ ， 関係各位の一方ならぬ尽力があったから乙

そである。

所在地 ~710 岡山県倉敷市中央 2 - 6 - 1

電話 (0864) 25-6037 
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福岡市立少年科学文化会館

福岡市立少年文化会館は昭和46年に設置されて以来，

青少年の科学文化活動の場として利用されてきたが， 乙

のたび子どもたちの教養の向上と情操のかん養を図ると

ともに，科学に対する関心と理解を深め創造性を培うた

め ， 科学部門を拡充整備する乙ととなり ， 昭和56年 4 月

にプラネタリクム館を開設した。さらに科学展示ホーノレ

等を増設し ， 名称も少年科学文化会館と改め ， 装いも新

たに昭和5Pι1.1月 3 日に開館した。

施 設

当館は ， 鉄筋コシク Y ー卜 造り ，地上 6 階， 地下 1 階

建てで ， 総床面積 7， 623 m' の規模である 。 各部門別にみ

ると，次のとおり である 。

展示部 門 1 ， 302m' たのしい科学， く ら し の科

学， 自然の科学， 特別展示ホール等

教育普及部門 2， 142 ITf ... . ..各種実習室， プラネタリワ

ム ， 図書室等

ホ ールそのイ也 4， 179 rrr

プラネタ リウム

直径 12. 4m ドーム ， 座席数 140席， 主機GX-I0A T

の本体で，補助投映機 35極117台である。投映は，平日

4 回 ， 土曜 2 回の学習投映，及び平日 1 回 ， 土曜 3 回 ，

臼 祭 日 5 回の←般投映を実施している。一般投映は年 4

回プログラムの変更を行い ， 季節の星座や星座物語と天

文の興味深い事象をテーマにして， 天文についての知識

を楽しみながら深められる 内容にしている。また ， 毎年

プラネタ 3 クムの星を見なが ら音楽鑑賞:をする「星と音

楽の夕べj を実施し ， 多くの市民に好評を得ている 。

科学展示ホール

科学展示ホールは ， 天文 ・ 宇宙 ( 1 F ) ， たのしい科学

(2 F ) ，特別展示ホ _ /1ノ ( 3 F ) , く ら し の科学 ( 4 F ) , 

自然の科学 ( 5 F ) の 1 コ ー ナ 4 ホールで構成してい

る。展示に当たっては， I見て， 聞いて，ふれて，体験

する科学の広場」をテーマにして ， 動きがあるもの ， 数

多くの人が参加でき ， ソフトワェアの変換を容易にでき

るものを主体とした。乙乙では，新たに増設した科学展

示ホール ( 4 階 ， 5 階) Kついて紹介したい。

4 階くらしの科学展示ホーノレは，今日 のくらしや産業

に利用されている科学技術，あるいは最新技術と言われ

る展示物や遊びを通じて， 科学iζ対する興味や関心を高

める展示なと ， 科学とは何かを体験する広場としている。

2 ~~ 3 の例をあげると ， まずシンボルゾ-yのメカニ

カ ノシアートである。円運動か垂直，水平 ， J収縮等の運動

にかわるしくみを乙どもたちが， 興味をひ く形や色彩で

表したもので， 展示ホール全体のシンボルとしてなかな

か好評である。産業用ロボットは ， 絵をかいたり ， スタ

ンプを押したり ， ロポットの働く様子を説明したりで，

毎日忙しく働いている。また ， 鉄道模型パノラマでは ，

模型の中央付近に 2 カ所展望窓を設けて， なるべく近く

で ， しか も列車と同じ高さで見学できるように工夫 した

ζ とにより ， 臨場感をl床わう ζ とができ る。

5 階自然の科学展示ホーノレは ， 自然界の事物， 事象の

観察を過して，身近な自然を科学的にとらえ ， 基本的な

科学概念コ理解と知見を深める広場である。内容として

は ， 気象衛星からの受像システムのある気象の科学コー

ナー ， 1 億 5 千万年前から現在までの大陸移動の様子を

知る装置がある大地の科学コーナー ， 福岡とその周辺か

ら採集した岩石 ， 鉱物や貝等を展示した岩石と鉱物コー

ナー ， 魚と貝コーナー ， 結品 ， 微生物を観察する ， 顕微

鏡コーナ一等，地球をマクロから 1 クロへと解剖してゆ

く展開としている 。

普及活動

当館では ， 会館の施設設備を学校の学習活動にも活用

するため ， 平自に市内全小学校 3 年生を対象に「会館 1

日学習」を実施している 。 土曜 ・ 日曜日には ， 市内の小

中学生を対象に各種の少年文化クラブや，科学文化教室

等を開催している。そのほか， 優れた演劇J.音楽， 映画

などの鑑賞と発表の場として ， ホールで館主催の「乙ど

も芸術劇場」を毎月蹴催している。今後も更に ， 少年少

女発明クラブの設立や科学教室等の充実を図っていきた

いと考えている。

7 -
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ミステリーゾーンを新設 科学者レオナルド・ダ・ピンチ展の開催

白浜エネノレギー ランドでは，乙のほど人聞の感覚の不

思議さを扱った「ミステリ ーゾーン」を，敷地内に新し

く設けた。引力にさからうようにボーノレが坂を登る，水

が上lζ流れる，登ろうと思っても登れない階段，座った

ら立ち上がるのが大変な椅子など，視覚や平衡感覚が狂

ったような感じになる ， 興味深い体験をする乙とができ

る。

木造平屋建てのミステ 3 ーハクス (60n{) とまわりの

樹木，乙れ らを取り巻く塀で構成されているが，できる

だけ自然を生かしたゾーン(地域〕としていると乙ろに

特色がある。乙の場所への)1民路には， 14m程の丸木橋，

丸太ト ンネルがあり ， また岩の聞から湯煙が立ちのぼる

など， それらしく雰囲気づくりもおとなわれている。

まっすぐ立っている筈なのに傾く身体

立つ位置によって背丈が変わる背較べ台

あとがき

O館長の交替等の人事異動， その他会員館園に流したい

ニュースがありましたら御一報ください。

0本ニュース編集委員の山田英徳氏は，出向先の(財)国

国立科学博物館では，昭和59年度移動展「科学者レ才

ナノレド ・ ダ ・ ピンチ展」を次のように開催することにな

っ 7こ。

4 月 1 日 -4 月 15 日 宮古市立図書館

4 月 21 日 -5 月 13 日 盛岡市子ども科学館

5 月 19 日 ~6 月 24 日 山形県立博物館

7 月 1 日 -7 月 15 日 八戸市福祉体育館

「富山県植物誌」 の刊行

富山市立科学文化セジターの長井真隆館長をはじめ ，

大国弘，小路登一氏によって準備が進められてきた「富

山県植物誌」が完成し ， 康文堂から出版された。

永年にわたるフィーノレド ・ ワークが基礎になっている

本書は，富山県の置県百年を記念したものであるが，植

物研究に携わる者にとっては大変貴重なものである 。 立

山をはじめとする 山岳地帯から海岸まで特異な植物分布

を示す富山県について，その植生， 植物目録等がまとめ

られている 。 特 IC植物群落については詳細に記載され，

かっ使用しやすいように配慮、されている 。

写真口絵24ページを含み総 430 ページの本書は，定価

6， 000円である 。 なお，発行は昭和58年12月 31 日 。

また ， 長井館長と同センターの布村昇学芸員の報筆に

よる「食卓の自然誌ーーとやまの味再発見 J (北日本新

聞社， 1984. 1. 8) も発行されている 。 富山県の動物や

植物を季節ごとに料理法なども入れて紹介している楽し

い読み物である 。

、，、一戸一，~γ司d一、"""-，_ ~......"町.. "'......，....，.... 

〔新入会〕

O浜松市児童会館 館長鈴木敏夫

号430 静岡県浜松市利町 302-8

Tel. (0534) 54-0178 

(電話番号変更)

O船の科学館

4 月 1 日からダイレクト・イジ'方式になります。

会長 ・ 役員 582-1110 管理課 582-1114
総務課

経理課 582-1112 企画課 582-1115

展示課 582-1113 業務課 582-1111

際科学技術博覧会協会から 2 月 1 日付けで(財)日本科

学技術振興財団(科学万博推進室，課長〕に戻られま

した。

0皆様からの御投稿をお待ちしています。 (事務局〕

- 8 ー
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